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背景 

• 最近のシステムは，他のシステムの一部を
とってきて，それらを集めて作っている 

–例：Linuxディストリビューション 

 

• 定期的に更新などが必要，だがたくさんパッ
ケージがあったら大変な作業になる 

– Debian: 8,000のパッケージで構成されている 

 



co-installability 

• 更新を自動化するツールがあるが不十分 

–品質が保証されていないケースが多い 

• 単体テストは通るが，結合テストでひっかかる 

 

• co-installability 

–複数のパッケージの同時使用のしやすや 



The Debian evolution process 

• Debianの３つのリポジトリ 

– unstable：基本的に何をしてもオッケー 

– testing：適宜パッケージが追加される 

– stable：基本的にはこれ以上変更しない 

 



comigrate 

• 研究の目的 

– unableからtestingにもっていくのを支援するツー
ル ”comigrate” を開発する 

 

• comigrateの機能 

– unableからtestingに自動的にmigrateできる 

– migrateできない理由を教えてくれる 

 

 

 

 



Package migration 

• Debianのパッケージ 

– Source packages 

– Binary packages 

 

• migrationの定義 

– unstableに同じ名前の新バージョンのパッケージ
があるからtestingのパッケージを更新する 

– unstableにないパッケージを消去する 

– unstableにだけあるパッケージを追加する 

 



Architecture of the Tool 

• パッケージの依存関係をみるためにはすべて
の組合せについてチェックをする必要がある 
–計算を高速化するアルゴリズムが必要 

 

• Propositional Solver 
–移行可能パッケージ数を 

 算出する 

• External Verifiers 
– ICSE2013で紹介したやつ 



検証 

• 2013年6月24日から9月8日までの期間，毎日
2回migrationを行った 

– comigrate, britney, SAT-britney 

• migrateできた数が多かった 

– britneyはまれにtestingのパッケージを消していた 

• 実行時間は速かった 

 

 

 

 



comigrateとbritneyの比較 



まとめ 

• 最近のシステムは，他のシステムの一部を
とってきて，それらを集めて作っている 

 

• たくさんのパッケージをもつプロジェクトを支
援する“comigrate” というツール開発した 

 

• Debianプロジェクトで使ってもらうとこれまで
のツールよりも性能がよかった 



所感 

• ICSE2013で提案した手法を，実装して，実際
のOSSプロジェクトに使ってもらって有用性を
示したことに驚いた 

 

• ソフトウェア進化の研究としてひいてもいいか
なーっていうくらい 

 

• 次はsoftware understandingの論文を読む 


